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華麗なる舞踊を通じてオンライン交流！ 

事業 

分類 

姉妹

都市 
 

教育 文化 スポーツ 保健・福祉・医療 経済 

行政 ホストタウン 外国人技能実習 オンライン その他 
 

自治体 日本：鹿児島県鹿児島市 海外：タイ、マレーシア、中国 

【 事 例 紹 介 】  

交流の概要 

21 世紀はアジアの世紀とも言われており、世界の人口の約 6割を占め、経済的にも重要な地域とな

っている。このような中、鹿児島市にとって地理的・歴史的に関わりが深いアジアの国々・地域との

交流は、今後ますます重要となっている。 

かごしまアジア青少年芸術祭実行委員会は、青少年の国際性を育み、郷土の誇りと熱い志を持つ青

少年の育成や、市民の国際交流意識の高揚を図っている。2006 年からは、アジア各国・地域の青少年

と鹿児島市の青少年が鹿児島市に一堂に集い、音楽を中心とする芸術を通して交流を深める「かごし

まアジア青少年芸術祭」を開催している。 

2020～2022 年は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、現地開催が難しいため、オンライン形式

に切り替えて開催された。 

 

2022 参加団体紹介（出演順） 

① 鹿児島県日越友好協会 

一般社団法人鹿児島県日越友好協会は 2017 年 6 月に駐日ベトナム大使が鹿児島県の九州日本語学校

を訪問して学生たちと交流をしたことを契機に設立された。 

② 中国（長沙市第 11 中学） 

長沙市第 11 中学は 1906 年に設立した、長沙市教育局直轄の中・高一貫学校である。湘南省のモデル

校であり、芸術教育に優れ、文化芸術発展に特色のある、省で最大規模の学校。 

③ マレーシア（セントフランシス学園） 

セントフランシス学園は、マレーシア半島南部に位置するマラッカ州にあるラ・サールの伝統を持つ

公立の男子校。同学園が持つビジョンは「質の高い教育、良く学ぶ個人と平和な国作り」である。 

④ タイ（オーベック選抜のパフォーマンスチーム） 

総合教育局、国立小学校委員会などの官公庁の連携で創立した基本教育委員会のオーベックが、タイ

全国の小・中・高の 3 万校から選抜したパフォーマンスチーム。世界各地を回りながら、タイの伝統

芸能を披露している。 

⑤ 鹿児島女子高等学校（筝曲部＆音楽部） 

2023 年度に創立 129 年を迎える鹿児島女子高等学校は，従来の商業科，家政科服飾科を 2023 年４月

から再編して商業科，情報会計科，生活科学科の三学科となった、全日制課程の女子高等学校である。 
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交流事業の特色 

 複数の参加国の青少年団体を交えたオンライン交流であり、鹿児島市の青少年たちで構成されてい

るボランティアワーキンググループによって運営している。 

2022 交流事業の内容 

2022 年 10 月 16 日（日）に、鹿児島市中央公民館にてかごしまアジア青少年芸術祭実行委員会「ア

ジアん・鹿児島オンライン音楽祭 2022」が開催された。これは「かごしまアジア青少年芸術祭」とし

て毎年鹿児島市で開かれているイベントが、新型コロナウイルス感染症の影響により対面で国際交流

ができなくなったため、代替イベントとして実施したものである。 

鹿児島市・中国・マレーシア・タイなどをオンラインで繋ぎ、来場者 144 名と 95 名のオンライン

参加者を合わせ、合計 239 名の参加者が舞台で披露される音楽や舞踊を大いに楽しみ、会場やオンラ

イン上は大いに盛り上がった。 

 各参加団体は、団体の紹介を行い、パフォーマンス、自国等の紹介、最後に質疑応答を行った。鹿

児島市中央公民館の会場に設置された大型スクリーンには、中国、タイ、マレーシアの青少年たちの

顔が映し出され、緊張した面持ちで挨拶や団体紹介を行い、楽器の合奏や、舞踊など、アジア各地の

伝統音楽芸術により会場等が国際色豊かに染まった。各団体のパフォーマンスが終了すると、青少年

たちが自ら作った資料を映しながら、通訳を介して自国の街や文化などを紹介した。最後の質疑応答

では、会場の参加者等から多くの質問があがり、鹿児島の青少年たちの海外に対する関心の高さが伺

えた。 

 

参加団体のコメント 

 対面形式ではなく、オンライン形式でも相手の生の声や感想を聞き、海外の文化に触れる機会がで

きて良かった。 
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まとめ 

2022 年 10 月、当時の日本国内は依然として新型コロナウイルス感染症の影響が続いていたが、過

去のイベント開催で各国と培ってきた繋がりを絶やさないため、中止という判断ではなく、オンライ

ンにより実施したことで各海外団体との友情と信頼関係を更に深めたものと思われる。2023 年は 4年

ぶりに対面方式で「かごしまアジア青少年芸術祭」を開催し、鹿児島市の青少年の国際意識を醸成し、

その高揚を図っていく。 

 

 

《フォーラム等で掲載されている場合は記載》 （作成年月：2023 年 8 月） 

※事例紹介に掲載されております人口、面積等の情報は作成年月時で公表された数値です。また、ホームページのリンク

先、掲載動画等につきましては、自治体のホームページの更新等によりリンク切れになっている場合があります。 


